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『ジョセフ・ヒコ  ─ Joseph Heco ─』 

中国から 
アメリカへ向かう 
オークランド号 

サンフランシスコ 
へ向かう 

漂流する栄力丸 

栄力丸
推定漂

流コー
ス 

八丈島 

青ヶ島 

乍浦 

香港より 

1868年8月7日 
（慶応4年6月19日） 

播磨町にたち寄る 

1859年7月4日 
（安政6年6月5日） 

帰国して神奈川の 
アメリカ領事館に入る 

1854年8月20日 
（嘉永7年7月27日） 

清太郎たちが長崎に帰国 
 

1850年12月2日 
（嘉永3年10月29日） 

遠州灘で遭難 

1851年1月22日 
（嘉永3年12月21日） 

アメリカ商船オークランド号 
に救助される 

1850年12月5日 
（嘉永3年11月2日） 

東に島影（青ヶ島と思われる） 
を見る 

1859年6月18日 
（安政6年5月18日） 

ジョセフ・ヒコ長崎に着く 

1859年5月29日 
上海でアメリカ領事館 
通訳に決まる 

1854年8月5日 
清太郎たち11人が 
乍浦より長崎へ向かう 

播磨町 

上海 

長崎 

乍浦 

播磨町 

上海 

長崎 

神奈川 

オー
クラ
ンド
号推
定航
行コ
ース

3
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今
年
は
「
新
聞
の
父
」
ジ
ョ
セ
フ
・

ヒ
コ
が
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
取
得
し

て
か
ら
150
周
年
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
の
業
績
を
再
度
確
か

め
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

特
に
注
目
で
き
る
資
料
と
し
て
、
ヒ

コ
が
漂
流
し
た
直
後
の
ア
メ
リ
カ
で
の

写
真
（
複
写
）
を
展
示
し
ま
す
。
利
発

な
目
で
、
女
の
子
と
見
間
違
い
そ
う
な

整
っ
た
顔
つ
き
は
、
将
来
の
活
躍
を
予

感
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

含
め
、
日
本
人
が
写
っ
た
最
古
の
写
真

と
い
わ
れ
る
栄
力
丸
の
漂
流
者
６
人
の

写
真
（
複
写
）
も
展
示
し
ま
す
。

ヒ
コ
が
栄
力
丸
で
漂
流
し
た
の
は
、

13
歳
の
１
８
５
０
年
12
月
２
日
（
嘉
永

３
年
10
月
29
日
）
の
こ
と
で
す
。

ヒ
コ
は
１
８
３
７
年
に
播
磨
町
古
宮

で
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
父
親
を
４

歳
の
と
き
病
気
で
亡
く
し
、
母
親
の
再

婚
で
浜
田
（
今
の
東
本
荘
）
に
移
り
ま

す
。
こ
の
母
親
の
い
い
つ
け
で
、
船
に

乗
る
こ
と
な
く
、
寺
子
屋
で
勉
強
を
し

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
１
８
５
０
年

夏
に
母
親
を
亡
く
し
、
今
後
の
あ
り
方

を
考
え
た
と
き
、
船
乗
り
の
道
を
選
び

ま
す
。
そ
こ
で
、
継
父
と
と
も
に
船
に

乗
り
江
戸
へ
向
か
い
ま
す
が
、
途
中
、

新
造
船
の
栄
力
丸
に
乗
り
換
え
て
江
戸

へ
向
か
い
ま
す
。
無
事
江
戸
に
行
っ
た

帰
り
、
静
岡
県
の
沖
、
遠
州
灘
で
遭
難

し
、
漂
流
を
し
ま
す
。

漂
流
52
日
目
の
１
８
５
１
年
１
月
22

日
（
嘉
永
３
年
12
月
21
日
）
に
、
ア
メ

リ
カ
の
船
に
助
け
ら
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
へ
向
か
い
ま
す
。

展
示
は
、
当
時
の
船
に
関
す
る
資
料

を
集
め
ま
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
様
々
な

形
で
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
写
真
に

写
さ
れ
、
イ
ラ
ス
ト
と
な
っ
て
新
聞
に

も
紹
介
さ
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
日
本
と
の
国
交
の
機
会
を

考
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
栄
力

丸
の
乗
組
員
17
人
を
保
護
し
、
ア
メ
リ

カ
艦
隊
で
の
入
国
の
機
会
を
考
え
ま
す
。

１
年
後
の
１
８
５
２
年
、
17
人
は
、
準

備
の
た
め
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
後

に
し
て
、
中
国
へ
向
か
い
ま
す
。
し
か

し
、
中
国
で
の
準
備
に
手
間
取
り
、
ヒ

コ
と
亀
蔵
、
次
作
は
ト
ー
マ
ス
に
誘
わ

れ
て
再
び
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
ま
す
。
他

の
乗
組
員
も
や
が
て
、
三
つ
の
道
に
分

か
れ
て
い
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
ヒ
コ
は
、
サ
ン

ダ
ー
ス
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
教
育
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
も
な
り
、
ジ
ョ
セ
フ
と
い
う
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
を
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
帰
国
の
機
会
が
み
つ
か
る
と
、
日

本
で
の
将
来
の
活
躍
を
願
っ
て
１
８
５

８
年
に
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
取
得
し

ま
す
。
今
年
は
、
こ
の
年
か
ら
150
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
準
備
で
中

国
に
来
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
ハ
リ
ス
が

再
び
日
本
へ
向
か
う
と
き
で
あ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
領
事
館
通
訳
と
な
り
、
日

本
へ
は
同
行
で
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
展
で
は
、
日
本
人
が
写
っ
た
最

古
と
い
わ
れ
る
６
人
の
栄
力
丸
乗
組
員

の
写
真
を
複
写
で
展
示
し
ま
す
。

１
８
５
９
年
７
月
４
日
、
今
の
横
浜

市
に
あ
る
本
覚
寺
が
ア
メ
リ
カ
領
事
館

と
な
り
、
ヒ
コ
も
こ
こ
で
働
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
ヒ
コ
自
身
は
攘
夷
じ
ょ
う
い

の
嵐
に
よ
り
、身
の
危
険
を
感
じ
た
り
、

自
分
の
立
場
に
葛
藤
が
あ
っ
た
り
、
貿

易
の
誘
い
が
あ
っ
た
り
す
る
中
で
、
直

後
の
１
８
６
０
年
２
月
の
末
ま
で
に
は

領
事
館
を
や
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
一
度
、
ア

メ
リ
カ
と
の
貿
易
を

求
め
て
、
ア
メ
リ

カ
に
渡
り
、
南
北

戦
争
の
中
の
１
８

６
２
年
３
月
12
日

に
リ
ン
カ
ー
ン
と

会
う
機
会
を
得
ま
す
。

再
び
、
領
事
館
の

通
訳
と
し
て
日
本
へ
戻
っ
た

ヒ
コ
は
、
再
び
領
事
館
を
や
め
、
横
浜

で
貿
易
商
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
と
と
も

に
、
１
８
６
４
年
、
日
本
で
最
初
の
一

般
配
布
で
定
期
発
行
の
『
海
外
新
聞
』

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
編
集
方
針
に

「
童
子
に
も
読
な
ん
」（
子
ど
も
に
も
読

ん
で
ほ
し
い
）
と
、
誰
も
が
読
め
る
新

聞
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今

日
に
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日

本
初
の
、
す
ぐ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
コ
は
そ
の
後
、
長
崎
へ
と
移
り
住

み
ま
す
が
、
１
８
６
８
年
に
古
宮
村
に

立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
８
７

１
年
に
は
、
横
文
字
の
墓
の
除
幕
を
行

い
ま
す
。

そ
の
後
の
１
８
７
２
年
大
蔵
省
に
出

仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
長
崎
か
ら
東
京

へ
住
ま
い
を
替
え
ま
す
。
１
８
７
５
年

か
ら
は
神
戸
で
、
北
風
家
の
お
茶
の
貿

易
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
蒸
気
機

関
に
よ
る
精
米
所
を
設
立
、
そ
の
応
用

で
神
戸
に
電
灯
を
初
め
て
灯
し
た
り
、

能
福
寺
の
い
わ
れ
を
英
文
で
書
い
た
り

し
て
、
文
明
開
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。
１
８
８
８
年
２
月
４
日
に
東

京
根
岸
に
移
り
、病
気
療
養
と
と
も
に
、

友
人
に
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
晩
年
を
過

ご
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
英
文
の
自
伝

を
書
き
ま
す
。
東
京
本
所
横
網
町
に

移
っ
た
後
、
１
８
９
７
年
12
月
12
日
に

亡
く
な
り
ま
す
。
今
一
度
、
国
籍
を
日

本
に
戻
し
た
く
願
っ
て

い
ま
し
た
が
、
か
な
わ

ず
、
外
国
人
と
し
て
東

京
青
山
の
外
国
人
墓
地

へ
葬
ら
れ
ま
す
。

『
海
外
新
聞
』（
複
製
）

『
漂
流
記
』
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
と
と
も
に
栄
力
丸

乗
組
員
の
帰
国
後
、
互
い
に
連
絡
を
と

り
あ
っ
た
様
子
は
な
く
、
意
外
な
感
じ

が
し
ま
す
。
中
国
や
長
崎
で
分
か
れ
た

後
、
心
の
奥
深
く
の
ど
こ
か
に
漂
流
の

と
き
の
強
い
絆
を
感
じ
な
が
ら
、
互
い

に
一
生
を
過
ご
し
た
と
考
え
ま
す
。

今
回
は
、
清
太
郎
、
喜
代
蔵
、
甚
八
、

源
次
郎
が
つ
く
っ
た
速
鳥
丸

は
や
と
り
ま
る

、
神
護
丸

し
ん
ご
ま
る

に
つ
い
て
の
資
料
を
お
見
せ
し
ま
す
。

特
に
、
速
鳥
丸
の
進
水
式
の
図
を
お
借

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヒ
コ
を
含
め
17
人
の
記
録
と
年
表
、

さ
ら
に
関
係
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
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漂
流
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Ⅲ
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Ⅴ
資
料
　
　
　
　
　
　
　
】

【
Ⅱ
ア
メ
リ
カ
に
て
　
　
　
】

ジョセフ・ヒコ アメリカ市民権取得
150周年記念特別展
『ジョセフ・ヒコ -Joseph Heco-』
s期間 10月25日(土)～11月24日(祝)
休館日　10月27日(月)、11月4日(火)、
10日(月)、17日(月)

s開館時間 午前9時30分～午後5時
s場所 郷土資料館

記念講演会
ジャーナリストからみた
ジョセフ・ヒコ
s日時 11月16日(日)

午後1時30分～3時
s場所 郷土資料館
s講師 梶山 卓司氏

（神戸新聞社東播支社 支社長）
s入場料 無料

s問い合わせ 郷土資料館
1０７９（０３５）５０００

▲室津での速鳥丸の進水式の様子

【
Ⅳ
絆

】


